
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 校訓 】大志 三郷市立彦成中学校学校だより 

 令和８年４月８日 発行   

学校教育目標 

１ 自ら学ぶ生徒 

２ 思いやりのある生徒 

３ 心身を鍛える生徒 

スローガン 

未來を拓け 
NEXT 彦成！ 

４月号 
在籍生徒数 ４/８現在 

１年生 

５８ 

２年生 

７６ 

３年生 

３８ 

計 

１７２ 

為せば成る！目指す生徒像を体現するために！校⾧  

さわやかな春の風とともに、校舎前には桜が満開を迎え、色とりどりの花が咲きほこり、

春爛漫の季節を迎えました。彦成中学校に生徒達の明るい笑顔と元気な声があふれました。 

  令和８年度は、５８名の新入学生徒を迎え、全校生徒１７２名、通常学級５学級、特別支

援学級５学級の合計１０学級でのスタートとなります。 

保護者の皆様、お子様のご入学、ご進級、誠におめでとうございます。また、地域の皆様

におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 彦成中学校で２年目を迎えます校長の川島明でございます。教職員、多くの保護者、地域

の皆様が築いた、よき歴史と伝統を継承しつつ、「未来を拓く力を育む」ことのできる学校

を創造してまいります。今年度が、生徒達にとって実り多い１年となりますよう、保護者の

皆様、地域の皆様と手を携えて、全力で取り組んでまいりたいと思います。引き続き、ご支

援、ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 本校は、<学校教育目標>を、                  

・自ら学ぶ生徒 ・思いやりのある生徒 ・心身を鍛える生徒 
とし、知・徳・体のバランスのとれた生徒の育成をめざし、教育活動を展開してまいります。 

そして、<目指す学校像>を、未来を拓く力を育む彦成中学校 

     <目指す生徒像>を、チャレンジする生徒  

<目指す教師像>を、生徒一人一人を大切にする教師 

        チームとして協働する教師  学び続ける教師 

とし、全職員が、生徒一人一人の担任であることを意識して、すべての教育活動を通して、

自己肯定感・自己有用感の向上を図っていきたいと思います。 

全校生徒の皆さんが目指す生徒像を体現するためには、どうしたらよいでしょうか。その

ヒントとなる言葉があります。それは、「為せば成る、為さねば成らぬ、何事も、成らぬは人

の為さぬなりけり」です。この言葉は、江戸時代中期に米沢藩（現山形県）の第 9 代藩主・

上杉鷹山が残した名言・和歌です。意味は、「強い意志をもって努力すれば、どんなことでも

実現できる。できないのは、行動しないからだ。」という教訓であり、困難な藩政改革を成し

遂げた鷹山の信念を表しています。現代においても、目標に向かって努力するすべての人へ

の強いメッセージとして親しまれています。特に、３年生の皆さんは、一歩ずつ着実に目標

に向かって進んでいきましょう。１・２年生の皆さんもこの言葉の意味をよく考えて、今ま

で以上にチャレンジ精神を大切にしていきましょう。 

夢と生き方を見つけ、素敵な未来に向けて堂々と歩いていける生徒達の育成に、教職員一

同、全力で努めてまいります。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 


